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1．はじめに

　日本語教育が盛んに行われる現在では、日本語と中国語の漢字の字形の問題も次第に重

要視されっつある。字形の問題は言葉の意味の理解にあまり影響がないと思う人もいるが、

決してそうではない。文字を正確に書くことは互いに尊重する気持ちの表れだけでなく、

書く人の人柄をうかがわせることもできる。中日漢字字形の異同は非常に複雑な問題であ

る。中国の日本語教育の現場では重んじる学校もあれば、重んじない学校もある。日本語

’教育の教師によって、中日字形の違いに対する態度も違う。日本語の字形について系統的

に習ったことがない日本語教師が少なくないのは事実である。しかし、日本語教育に携わ

るものにとって、日本語の漢字の書き方を身に付けるのは基本の基本であると思う。本稿

では、日本語教育における中日漢字字形についての問題を述べたい。

2．先行研究

2－1教科書の字形に関する記述

　中国の日本語教科書で中日漢字の問題に触れているのは少ない。日本語を専攻する学生

がよ使う教科書は『新編日語』｛‘）で、第1冊、日本語の字形について、次のようであるの。

　　現代日悟中的双字字形和我国現在通行的双子字形相比，有的完全相同，有的不完全相

　　同，此外，某些是模彷双字的杓字法（主要会意）創造的，日i吾叫国字。

　そして、中国語の漢字と比較しながら、日本語の漢字を次の四種類に分けた。

　　（1）完全相同的　　（2）大同小昇的（3）差昇根大的（4）模彷創造的

　崔釜（2003）が『日本語通論』で日本語の「漢字の書き方」を次のように述べているe）。

　　構造的には、日本語漢字は中国の漢字と同じように「六書」一象形、指事、会意、

　　形成（ママ｝、転注、仮借からなっている。漢字の書き方は体系となっていて、画数と筆

　　順は厳しく決められているのである。漢字の書き方は欧米人にとってもっとも厄介な

　　問題のみならず、漢字で育った我々中国人にとっても簡単なものではない。

　そして、中国語の現在の漢字と比較しながら、次の3種類に分類（s）した。

　　1．中国では簡体字、日本では繁体字が使用されている。

　　　　機／机　習／刀　義／叉　愛／愛　為／力　園／因

　　2．中日両国の簡体字の宇体がそれぞれ違う。

　　　　伝／佳　図／閤　訳／倖　栄／茉　桜／櫻　残／残

　　3．日本語において中国語にはない和製漢字が多く用いられている。

　　　　込峠畑働井偲辻亡凪悌躾榊噺
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　崔（2003）の分類と『新編日語』の分類は、簡体字の取り扱いに特徴がある。しかし、

和製漢字とされる「丼」と「偲」は、中国にあった漢字⑨で、明らかに和製漢字ではない。

　中国で日本語の教科書、日本語語彙論などの日本語に関する文献θが多く出版されてい

るが、日本語の漢字の字形、書き方などを少し詳しく取り上げるものもあるが、ごく簡単

な紹介にとどまっていたり、触れていなかったりするものが多い。中国の同本語教育界で

は漢字の書き方の異同があまり重要視されていないとは言い切れないが、教科書に紹介さ

れないとすると、学生が日本語学習で正しい書き方などを習得するのは困難であろう。

2－2　中日漢字字形に関する研究論文

　近年来、中日字形の違いを比較した研究論文も増えて、ここで三つを取り上げたい。

2－2－1林玉恵（2002）ωは、台湾の日本語学習者の字形の誤用と、日本語常用漢字と台

湾漢字の差異とを分析し、分類をした。しかし、論文は主に次のような問題点がある。

　漢字圏での日本語の漢字指導、同形語の比率など、以下に述べる。

　まず、「漢字圏では日本語教育において漢字指導が軽視されている（8）」と言い切っている。

漢宇圏といえば、中国大陸、台湾、香港、マカオ、日本だけでなく、韓国、北朝鮮、ベト

ナム、マレーシア、シンガポールなどをも含むべきである。漢字圏は非常に広いので、そ

れらの国での日本語教育における漢字指導の状況をよく把握してからでないと、安易に結

論を出すべきではない。「漢字指導」は多岐にわたっている。書き方の指導はたしかに軽視

されがちであるが、漢字の発音、意味などhS軽視されているとは思えない。

　林（2002）は「同形語の比率⑨」について、「さて、一体同形語はどのくらいあるのか。

先行研究によると、中国語語彙における同形語の比率はかなり高い。（中略）以上の資料の

調査結果によれば、同形語は大体40％から57％の間と見ることができるであろう。」と述

べている。これについて荊1｜勧（1983）が、すでに「日中同形語」の要旨（t°）の中で「現代

中国語の常用語のうち約半分は形の上で日本語の漢語と重なる。」と同形語の範囲を明示し

ている。また曽根博隆（1988）の『日中同形語に関する基礎的考察』において、「現代漢語

頻率詞典」の「頻率最高的前8000個詞詞表」を対象に、その中から3，395語の同形語を抽

出した（ωので、同形語の範囲を「頻率最高的前8000個詞詞表」に限った。さらに橘純信

（1994）の中日同形語（12）は、「漢語水平詞匿大綱」の8，822語（連語、成語など含む）を

対象にした。このように、常用語、現代漢語の頻度の高い語、外国人に対する中国語教育

の語彙を中日同形語の範囲として比率が算出されたのである。範囲のない「同形語の比率」

については疑問が残るであろう。

　もちろんそれぞれ研究するとき依拠していた『中国語常用語辞典』（1975）『現代双悟頻

率司典』（1986）『漢語水平詞匪大綱』（1992）などの辞書や書籍は古いとは言えないが、中

国の言語事情もずいぶん変わったのも事実である。

　林（2002）は、また「字体の差異を無視することは同時に、意味の差異も無視される恐

れがある。㈹」と言っているが、根拠はどこにあるのか明示していない。日本の漢字と中
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国の漢字の間に、字体の差が存在している。印刷上の問題や手書きによる個人差によって、

筆画、画数、筆順に多少の差異があっても、文字全体の認識に影響が差し支えないと考え

られるが、具体的に字体の差異と意味の差異の認知にどのような関係があるのか、日本語

学習者にアンケート調査をし、データを分析したうえで、結論を出すべきである（jl｝。

2－2－2　万玲華（2004）㈹は『中日同字洞比校研究』の第二章「中日同字司的用字」で中

日常用漢字を詳しく比較し、分析し、分類した。この論文は主に次のような問題がある。

　統計のデータについて、「日悟常用双字中銀双i吾現行双字字形不同的有762介《16）」をま

とめているが、付表2⑭に並べられた漢字は、合計772字になった。

　同表によると、「一、采用不同的正俗字的」「二、筒化而造成形体不剛「三、筆画筆形的

差昇」⑰という三種類に分類した。「筒化而造成形体不同」をさらに「中筒而日不筒的j「日

筒中不筒的」「双方都作了筒化，但錯果不同的」⑰の三種類に下位分類した。しかし、例を

挙げると、「桂一掛」が「一、采用不同的正俗字的」と「二、筒化而造成形体不同」の「中

筒而日不筒的」に見られて、分類が統一的ではないようである。また、「二、筒化而造成形

体不同」の「中筒而日不筒的」に「頻一頻」を挙げ、「双方都作了筒化，但拮果不同的」に

「頻頻頻」を挙げているので、これは明らかに矛盾しているようである。

　万（20（n）が挙げた漢字には間違いが多く見られる。日本語の常用漢字として「鋳潟薫動

曜虞濯」を挙げているが、この字形について現在の日本語の用字と違っている。日本語で

は「矯潟薫勲曜虞濯」となる。「鋳」は中国語の簡体字で、「潟薫動」は繁体字である。付

表2に中国語で使われている漢字として「綾」を挙げたが、「綾」は明らかに繁体字であり、

「銭」と簡略化された。現在、日本語で使われている漢字として、「陞」「頻」「騒」「歎」「思」

「寛」などを挙げているが、明らかに現在の日本語の用字「昇」「頻」「騒」「嘆」衆」「寛」

と異なる。「日筒中不筒的」の例にある「辮」は「辮」から簡略化された字である。「双観」

の繁体字は「規」ではなく、「観」と書くべきである。「双方都作了筒化，但結果不同的」

の例の漢字を「繁体字一中国語の漢字一日本語の漢字」という順番で並べるべきなのに、「槽

権枚」「譲譲辻」「榮栄莱」「縣県具」などのように、逆になってしまったのもある（20）。

2－2－3馬鳳如（2009）（21）は万（2004）より細かく、中日の常用漢字の字形を比較して、分

類している一方で、「ただ、字義を理解する上では、ほとんど問題はないはずである（22）」と

指摘した。馬（2009）の論文は、主に次のような問題がある。

　馬（2009）の分類は、活字体に注意して細かすぎる点がある。日本語常用漢字の字体は明

朝体活字の一種であり、中国語で使う漢字の明朝体活字とデザイン上の違いが見られるが、

字体の違いとは言えない。また印刷上と手書き上の表現の差にっいて考慮する場合、細か

すぎた分類に従って日本の漢字を教えると、日本語に興味を失う学生がたくさん出てくる

恐れがある。分類した中国漢字と違っている日本語の字形は、『康煕字典』などに準じたも

のが多い⑳ので、「中日字形の違い」と言えるかどうかも疑問である。また、参考文献に『宋

元以来俗字譜』を挙げたが、本文で同書を『宋代以来の俗字譜』と表記した⑭のは納得が

いかない。「歩／歩」という字は「同本で簡略化され、中国で簡略化されていない漢字」に
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まとめられているが、日本語の「歩」がもともとの字より画数が一つ増えたので、簡略化

されたより複雑化されたといったほうがいいかもしれない。

3．中日漢字字形の比較

　『常用漢字表』の1945字について、中国語の現在の漢字と字形が全く同じであるものと

多少の違いがあるものに大別できる。

3－1字形が同じである漢字

　万（2004）によると、「日語常用双字中1限双語現行双字字形不同的有762介」がある。実

際、表をもとに数えると「770字」になった。字形が同じである漢字の数は計算によって

1175に上る。馬（2009）によると、「常用漢字と中国漢字の比較表」に挙げた数は1054で

ある。以上から、いずれも「字形が同じである漢字」が「字形が違う漢字」よりずっと多

い。もちろん、中日漢字の異同を判断する基準を設けるのはなかなか難しく、筆画、画数

など細かいところの差異が宇形にどのぐらい影響するか判断しにくい。

　筆者は、日中漢字字形をみていくため、『常用漢字表』についていた「宇体についての

解説の第1・第2」（25）に従いたい。字形が同じであるものを「繁体字から簡略化されたもの」

と「字形が昔と変わらないもの」に分類してみた。

　簡略化されたものに昔の俗字がたくさん含まれている。その中で『宋元以来俗字譜』に

確認できた㈱のは次のとおりである。

　　介条励独寿嘱寝宝昼会恋担携灯点当尽窃声
　　胆与旧号虫蛮花若英草苦苗茶莫苑荒万落蒙
　　猪湾猫来酒随体医吊争元（原）装乱群粘台
　現在両国で使われている同形字の「学」と「国」は日本語の俗字であった。詳しくは紙

幅の関係で省略するが、中国の『字彙』『康煕字典』『古俗字略』『宋元以来俗字譜』などに

「学」と「国」が確認できなかった。この二つの文字はともに「倭字」として中根元珪の

『異饅字辮』‘ZT）の「好異門」に収録されている。

3－2　字形に違いがある漢字

3－2－1日本語の字形は変化していないが、中国語の字形が変化した。

　字形の変化は普通、簡略化を指す。画数の多い漢字に変わる場合もある。たとえば、「搾」

の画数が「搾」より少ないので、繁体字と言えるか疑問である。文字の部首が変わって、

この場合は簡略化というより変化すると表現したほうが厳密であろう。以下の日本語につ

いても同様なことが言える。

3－2－1－1　中国語で筆画の長さ、筆画の方向、画数などが微妙に変化した。

　以下は、「日本語一中国語」の順番で並べていく。

　印一印　今一今　令一令　冷一冷　吟一吟　念一念　零一零　低→氏　底一底　抵一抵

　融≒融　隔一隔　外一外　恋一恋　偏一偏　遍一遍　肩一肩　iiEF雇　骨一骨　滑一滑
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煙一姻　無一元　護一炉　搾一搾　遊一游

　
　
ヨ
お
ロ
　

許
↑
手
亭

し分字字語←

3－2－1－4　　語の簡体字は繁体字の一部分を取った。

親畝一宙習一刀産一声昇一升飛一k電一屯滅一天開一1
関　　　　　　　雲一云　類一癸　隷一乗　麗一雨　離一一高

3－2　　　　　で変化したが、中国語で変化していない。

仮巣一巣缶一罐欠一峡弁一辮弁一耕瓦一瓦瓶「瓶弊一弊
　　　　梅≒梅　悔一悔　侮一侮　敏一敏　繁一繁　毒一毒　免r免　勉一勉

僧　　　　　　　墨一墨　憎一憎　増一増　黙一獣　挿一描　捜一捜　曽一曽　沿一浩

包　　　　　　　　泡一泡　胞一胞　港一港　巻一巻　圏一圏　唐丁唐　糖一糖　屯一屯

　　　　舞一舞　鼻一鼻　敷“敷　炭一炭　雄一雄　曜一曜　稲一稲　肺一肺

　　　　臭一臭　突一突　歩一歩　渉一渉　頻一頻　害一害　割一割　所一所

3一　　　　国語の漢字と日本語の常用漢字が両方とも変化した。

　　　字一日本語一中国語』の順番で並べていく。

　　　歴一圧一圧　園一囲一圃　隠一隠一陰　榮一栄一菜　誉一営一菅

　　　圓一円一圓磨一応一座債一価一扮謹≒謹一運響一響一鴫
　　　漠一漢一双　轄一轄一轄　書i一画一面　董一茎一茎　廣一広一　

　　　見一児一几　從一従一杁　將一将一將　wa一残　淺一浅一一浅

　　　鏡一銭一銭　桟一桟一桟　鐵一繊一粁　揮一禅一禅　荘一荘一庄

　　　贈一贈一贈臓一寸践一「粧帯一帯一帯滞一一滞一滞鐸一択Elli

　　　鋳『寿　庭一庁一斤　轄⌒　傳d伝He　難一難一）確
　　　販「販一販飯一飯一仮砲一砲一炮飽一飽一砲豊一豊一一手

　　　亜一亜一亜　騨一駅一騨　盛一＝塩一盆　一一壕　鎗一絵一桧

　　　穏≒穏一穏　ts－f壊一圷　懐一懐一杯　撞一拡一一ザ　殻一殻一売

　　　勧一勧一幼　謡一謡一揺　揺二揺一揺　瀧一滝一浅　歓一歓一欧

　　　氣一気一『錦一帰一旧捷一拠一据曉一暁一暁駆一駆一躯

　　　輕一軽一軽螢一蛍一董鰻→継一継撃一撃一缶縣一県一具

　　　瞼⇒険」険検一検一栓験一験一≡詮擢一権←枚顯」顕一星

　　　戸一戸一戸　臭一呉一昊　娯一娯一一娯　済一済一済　齊一斉一芥

　　　齋一斎一斎　歳一歳一歩　雑一雑一染　歯一歯一歯　粛一粛一粛
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實一実一実　鐸一釈一暮　獣一獣一曽　縦一縦一扱焼一焼一焼奨一奨一莫

蹟÷剰一剰　聾一畳一登　掻一摂一撮墨一塁一皇var縄F縄　嬢一嬢一娘

譲一譲一辻醸→醸←醍　固一図一圏　潜≒瀬一瀬　絶一絶一絶　專一専一寺

騒→蚤一騒　須一続一一綾　封一対一対　澤一沢一洋　謹一訳一悸　遅一遅一退

　軍一単一単　弾一弾一弾　戦一戦一哉　遮一逓一遊　威一弐一武　徴一効一敷

貰一売一柔讃一読一旗惜一悩一悩騰一脳d薗dV廃一慶菱一変一変

　浦一満一満　雨一両一丙　様一様一祥　頼一頼一頼　覧一覧一箆　狸一猟一猪

　録「緑一緑　WW　涙一涙一泪　霞一霊一昊　齢一一齢一齢　歴一歴一防

募一労一労浮一浄一浄嘉一渓一渓排一弁一亦辮一弁一辮辮一弁一辮

　賓一賓一其　濱一浜一浜　錬一練一殊　層一層一房　贈一贈7贈　欄一欄≒柱

　選一選一逸　遷一遷一迂　9一頻一頻　躍一→曜一妖　藝一一芸一芝　抜一抜一一St

　戻一戻一戻　髪一髪一友　登一一発一友

　中国語で簡略化されて、日本語では字形にほとんど変化がないが、画数の増えたものが

ある。例えば、『康煕字典』に繁体字「棄」と俗字「奔」が両方収録されている。中国の簡

体字は俗字を採用したのであろう。日本語の「棄」は一見繁体字の「棄」と変わらないよ

うだが、日本語の「棄」の画数は13で、『康煕辞典』の「棄」より一つ多くなった。筆画

を分解したのだろう。したがって、書き方が複雑になったと言うより、書きやすくなった

と言える。

　そのほかに日本語の「臣」を含む漢字、「堅賢緊濫臨監艦」などの画数が全部一っ増えた。

4．中日漢字の複雑な問題

4－1中国語で簡略化されたり一つに統合、日本語では二つ以上の表記が併用

　「龍」は繁体字で、中国語ではもう「尤」に簡略化された。「龍」を含んだ繁体字「寵」「瑠」

「襲」「籠」「瀧」なども「宏」「琉」「装」「笈」「漉」と簡略化された。同本語では繁体字

の「龍」と俗字の「竜」は両方使用されている。そして、繁体字の「寵」「瑳」「襲」はそのま

ま使用されているが、「籠」と「瀧」は「篭」「滝」に簡略化されている。

　そのほかに次のような例がある。

中国語 日本語

準准⇒准 難
喫吃⇒吃 喫吃

葉叶⇒叶 葉叶

果菓⇒果 果菓

箇個介⇒介 箇個介

獲穫⇒荻 獲穫

製制⇒制 製制
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梁盤磐⇒盈

弔吊→吊 弔吊

復複⇒夏 復複

併並⇒井 併並

裏里⇒里 裏里

征徴徴⇒征 征徴

升昇陞⇒升 升昇

乾幹幹干⇒干 干乾幹

養松⇒松 霧松

鋤麹曲→曲 曲麹

麺剤面⇒面 麺麺面

棋碁⇒棋 棋碁

後后⇒后 後后

門国圏斗⇒斗 闘斗

翻播⇒翻 翻播

嬢娘⇒娘 嬢娘

繋係→系 繋係系

暦歴⇒坊 歴暦

雲云→云 雲云

隻只→只 隻只

穀谷→谷 穀谷

週周⇒周 週周

沖衝⇒沖 沖衝

撞据→据 披⇒拠据
顎髪→友 発髪

醜丑⇒丑 醜丑

　中国大陸の多くの日本語学習者がこれらの簡体字に慣れてきたので、対応する複数の日

本語の漢字の書き方、意味用法を習得するとき、かえって苦労をすることが想像に難くな

い。とくに、「散笈」と「散発・散髪」のように、中国語の簡体字の一つの熟語が日本語の

複数の熟語に対応する可能性があるので、注意しなければならない。

4－2　中国語では二つの漢字を併用

　「砂」「沙1は日本語では「砂」に統合されたが、中国語では相通じるところもあるが、

多くの場合使い分けられている。日本語では「岐」は使われていないが、「岐」だけ使われ

ている。中国語では「岐」と「岐」はかつて置き換えられたが、今は「岐」を地名に、「岐」
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を「分岐」「岐路」のような熟語に、使い分けられている。日本語では「沈」を昔のまま使

っているが、中国語では今「沈」が地名と人名に使われるが、熟語では「況」に変わった。

　動詞として相通じる「聯」と「連」は日本語では「連」に統合されたが、中国語ではま

だ使い分けられている。中国語では「坐」と「弩」を動詞として、「座」と「湾」を名詞とし

て使い分けているが、日本語では、「坐」と「座」を「座」に、「齊」と「湾」を「湾」に統

合したので、中国の日本語学習者の注意すべきところである。

4－3俗字や古字などの使用

4－3－1中国語では正字を、日本語では中国の俗字を採用した。

　掛一桂　覇一覇　窓一窟　収一牧　杢一卒　字砕　酔一一酔

　穂一穂　喝一喝　渇一・渇　巣一巣　稲一稻　聡一聴

4－3－2　日本語は中国の俗字を採用し、中国語は簡略化した。

　戯一戒　卯ト剣　勧一幼　径一径　軽一軽　聴一所　庁一斤　両一丙

　帰一旧　遅一退　郷一多　譲一辻　醸一醍　変一交　県一具　楽一示

　観一）兜　済≒済　斉一・芥　暁一暁　縁一嫁　斎一斎　穏一穏　隠一隠

　銭一銭　残一残　竜一尤　亜一亜　唖一唖　闘一斗　歯一歯　隣一郁

4－3－3　日本語では中国の古い字を使い、中国語では簡略化した。

　処一姓

4－3－4　日本語では中国の古い字を使い、中国語では使わなくなった。

　咲　偲　囲　丼

4－3－5　中国語では古い字を使い、日本語では俗字を使う。

　従一杁

4－3－6　日本語では日本の俗字を使い、中国語では簡略化された。

　労一芳　蛍一董　栄一一茱　単一単　営一菅　弾一弾　蝉一蝉　実一実

　専一寺　伝一f陵　対一対　悩一悩　脳一肪　桜一櫻　亀一亀　縄一縄

友
炊
浅
据

発
辛
許
虻

応一座

蝿r－一’蝿

4－4　複数の漢字が一っに簡略化、統合

4－4－1　中日双方で複数の漢字が一つに簡略化された。

4－4－1－1同じ漢字に簡略化したり統合したりされた。

　弦絃一弦　剋赴克一克

4－4－1－2それぞれ違う漢字に簡略化された。

　「繁体字一日本語一中国語」の順番で並べていく。

　團梱一団一団　郷郷一郷一多　憧歓一歓一炊　聴聴一聴≒所　難鶏一鶏一う鴎

　剣劒f剣一剣　径運一径一・径　璋壇壕靖罎一壇一」云

4－4－2　中国語で複数の漢字がrつに統合された。

　冬馨一冬　噛當一当　麟一旋　麻蘇一麻　昆幅良一昆
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4－4－3　日本語と中国語でそれぞれ違う漢字が同じ漢字に統合された。

　表鋳一接表一表

　中国語では「表」と「鋳（携帯できる時計）」を「表」に統合したが、「装穣」の「穣」

はまだ使われている。日本語に「鉄」という字が使われなかった。「穣」の代用字として「表」

を使ったので、「桂」と「表」を「表」に統合したといえる。

4－4－4　日本語で、複数の漢字が一つに統合された。

　辮　辮　辮辮　辮→弁（28）

原語 耕別 花辮 籠辮 辮髪 合辮

日本語 弁別 花弁 誰弁 弁髪 合弁

中国語 耕別 花辮 滝辮 辮友 合亦

4－5複数の繁体字があるが、それぞれ違う繁体字に準じる

　漢字を造った人や造った場所、そして造った方法などにより、同じ意味を表す漢字が多

数存在していた。中日両国の文字改革の時、それぞれ違う繁体字に準じたので、字体の違

いが生まれたのである。次のような例があげられる。

　「繁体字一日本語一中国語」の順番で並べていく。

　錬煉一錬一煤　舖鋪一舗一舗　畢畢一挙一挙動助一勲一助　鑛磯一鉱一甘

　澁漉一渋一湿　藥菊一薬一茗讃賛賛一賛一蟹　窯富一窯一書　粧敗一粧一牧

　裏鑑襲一鑑一整

4－6　日本語でもともと中国語にある漢字に簡略

　典型的な例として「芸」　「缶」　「欠」　「糸」　「浜」などが挙げられる。

　日本語の「芸」は「藝」の簡体宇で、「藝」の上の「草冠」と下の「云」を取って、真中

を省略して、造られたと考えられる。しかし、もともと中国語に「芸」という漢字があっ

たので、中国語では「藝」が「芝」に簡略化されたのである。「芸」の繁体字は「藝」であ

った。『康煕字典』に「曇」と「芸」が両方収録されて、ある香ばしい草を指す。したがっ

て、日本の文字改革の時、『康煕字典』に基づいていないところがあると言えるだろう。

　濱　→浜　日本語：海浜　　中国語：海浜

　「浜」と「濱」は中国語では二つの違う字で、両方とも『康煕字典』に収録されている。

「浜」は「安船溝也。一日溝納舟者日浜。」（29）つまり「船を納める（浮かべる）溝」を指す

が、「濱」は「水際」を指す。『新隼字典』（3°）は「浜」と「濱」について次のように説明し

ている。

　浜；bang　［方言］。小河淘。常作地名用字。　訳：（方言）小川。よく地名に使われる。

　浜：（濱）　bin　湖、河、海的水辺陪地。　訳：湖、川、海の水辺の陸地。

　『漢字源』では「浜」にっいて「もとはクリークのこと。のち、濱の略字として用いる。」

と説明してある。
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　中国語では両者をまだ使い分けている。発音も明らかに違っているが、日本の地名の「横

浜」は「H6ngbin」と発音されているが、中国語の地名と違っている。

　日本語では「闘」と「訣jを「欠」に簡略化したが、中国語では「訣1と「欠」は違う

字で、使い分けられている。「朗」は書き言葉で、まだ使われている。「囲」と「訣」は相

通じるところもあれば、異なるところもある。中日熟語の対応関係は次のとおりである。

日本語 欠点 欠陥 欠損 欠乏 欠如

中国語 鋏点 峡陥 訣損 訣乏 聞如

4－7　日本語では別の漢字に書き換え

　日本では同音の書き換えがずっと昔から行われてきた。日本語での音読みが同じで、意

味も近かったり、新しい意味が加わったりできるので、書き換えがなされたのだろう。

　中国語の「漁翁之利」は日本語では「漁夫の利」になっている。「漁翁」は昔また「漁父」

と呼ばれたのである。中国語では「漁父」とf漁夫」の発音はほとんど同じだったが、意

味が違っている。「漁父」と「漁夫」は日本語の音読みで両方とも「ぎょふ」なので、書き

換えられたのだろう。「探検」は中国ではずっと「探険」が使われてきたが、日本語では「検」

と「険」は同じく「けん」と読むし、「調べる」「測る」などの意味を付け加えることもで

きるので、「探険」が「探検」に書き換えられたのだろう。　「栄養」は中国語では昔から

「管養」が使われてきたが、今は「菅葬」と簡略化されている。多くの人が日本人の造語

だと思っているが、実は日本人が中国語の「管養」を「栄養」に書き換えたのである。

　日本語の当用漢字と常用漢字の制定により、書き換えの言葉が大量に生まれたが、「漁夫」

「探検」「栄養」などが書き換えの言葉として扱われていない。他の書き換えの言葉につい

て、別の機会を利用して、詳しく述べたい。

4－8　中国語では異体字、日本語では違う漢字

　「脅」「脇」はもともと異体字であった。『康煕字典』（鋤の「脅」の説明に「【集韻1迄

及切，音吸。脅肩，疎髄也。或書作脇。」と書いてある。意味はもともと「わきの下の肋

骨のあるところ」を指していた。「両側から腕をっかんで捕まえる」から「脅迫する」「強

制する」　「おどかす」「おびやかす」などの意味が生まれたのである。中国語で「肋」に簡

略化されたが、「肋」と区別しなければならない。日本語ではまだ両方存在していて、「お

どかす」fおびやかす」などの動作を「脅」と、わきという名詞を「脇」と書き、使い分け

ている。

4－9通用する場合もあるし、使い分けられる場合もある漢字

　中国語で「了」と「瞭」は「はっきりしている」という意味を表す時、置き換えできる

が、「了」が「瞭」より多用されている。日本語では「瞭」が「了」より多用されている。

双方の熟語の対応関係は次のとおりである。
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日本語 瞭然 明瞭／明了 一目瞭然 簡単明瞭

中国語 了然／瞭然 明了／明瞭 一目了然 筒単明了

　中国語の「豫言」「預言」は「預言」に統合したが、日本語では「豫言」が「予言」に簡

略化されて、「預言」と使い分けられている。また、『大辞泉』では「よび」の表記として、

「予備」「預備」が両方使える。

　日本語では「豫」と「予」を「予」に統合したが、中国語では「あらかじめ」の意味を

表す「豫」は「預」に統合したが、「貌豫」の「豫」は変わっていない。日本語では「貌豫」

が「猶予」になっている。中国語の「予」は「与える」の意味を表し、「預」は「あらかじ

め」を表すが、「預かる」「預ける」の意味がない。

4－10　日本語にしかない漢字

　日本語で造った漢字は国字と呼ばれている。日本語の常用漢字表に「込働峠畑匁」など

がある。「咲偲囲丼駄塀扱」などは昔中国にあった漢字なので、日本の国字と言えない。「滝」

のような漢字は「瀧」を簡略化した俗字で、国字といってもいい。「駄」という漢字につい

て、『測吾大字典』では、「駄」は「“駄”的繁体字。亦作“駄”。」と説明している。現在

は「駄」を使っている。『全唐文』では「馬＋犬」という漢字がたくさん確認できた。「塀」

について、『大辞泉』は国字と説明しているが、『測吾大字典』は「人名用字。明代有朱遼

塀。児《明史・渚王佳二・床王》。」と説明しているので、古代中国にあった漢字であるこ

とがわかる。「扱」は日本語でよく使われているが、現在中国語では使われていない。『康

煕辞典』に収録されているが、『現代漢語詞典』に収録されていない。日本の国字と思う人

がいるかもしれないが、古代中国にあった文字である。

4－11　日本語漢字字形の不一致

4－11－1　同じ部分を持っている漢字字形は常用漢字で変わっているが、非常用漢字では

変わっていない。

　「頻度」の「頻」が常用漢字で、筆画の点が一つ多くなっているが、「輩庭」の「聾」は

常用漢字ではないので、中国語の繁体字をそのまま使っている。「せっけん」の表記は「席

巻」と「席捲」の両方があるが、「捲土重来」の「捲」は常用漢字表外字なので、古い繁体

字をそのまま使っているが、「巻」は常用漢字で、書き方が変わっている。　日本語の「判」

は左の縦線は『康煕辞典』と同じであるが、点の向く方向が変わったが、「叛」は常用漢字

表外字なので、『康煕辞典』の書き方と全く同じである。「敷」が「数」に簡略化されたが、

「藪」「屡」などは繁体字のまま使われている。

4－11－2　同一偏芳は同形に簡略化しない。

　日本語で古くから中国の民間で使われた俗字を採用し、「佛」を「仏」に簡賂化した。そ

して、同じ芳を持つ「擁」を「払」に簡略化したが、「沸」などは簡略化していない。同じ

労の「蜀」を持つ「狸」「鰯」は「独」「触」に簡略化されたカミ、「濁」「燭」などは変わっ
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ていない。中国語では全部「虫」芳の「独」「触」「池」「独」に簡略化された。中国人の日

本語学習者が日本語の漢字を習得するときに、こういう簡略化の不統一に留意しなければ

ならない。

4－11－3古い字と簡体字の並存

　日本語に噌」と「曾」が並存しているユニー一一・クな現象がある。「かつて」と読む場合は

「曽1と表記するが、熟語の「未曾有1の場合は「曾」と書き、古い字形を使う。このよ

うな字形の不統一は日本語学習者に混乱をもたらしかねないので、注意してもらう必要が

ある。

5．終わりに

　日本語常用漢字の中の大部分の漢字字体は現在の中国語と同じであるので、中国人の日

本語学習者にとって非常に有利である。一部分の漢字の字体がそれぞれの簡略化により微

妙に違っているが、その違いを詳しく紹介して、学習者に注意をすれば、その漢字の字形

の習得はそれほど難しいくないだろう。

　中日字形の問題として、2．に11の項目を挙げたが、その中で「4－1中国語で簡略化

されたり一つに統合されたりしたが、日本語では二つ以上の表記が併用されている」、「4－

7　日本語で別の漢字に書き換えられた」、「4－9通用する場合もあるし、使い分けられる

場合もある漢字」など、中国人日本語学習者にとって習得上の困難点になると予想できる。

注

（1）周平・隊小芽（1993）の編集した『新縮日語』は第1－4冊あるが、普通日本語科の

　一年生、二年生の基礎日本語の教科書として使用されている。

（2）周平・隊小芥（1993）『新編日梧（第1冊）』，上海外活教育出版社，p78．

　訳：現在日本語の漢字字形とわが国で通用している漢字字形を比べると、まったく同じ

　　ものもあれば、多少違うものもある。そのほかに、一部の漢字が漢字の構成法（主に

　　会意）をまねて造られたもので、日本語で「国字」と呼ばれる。
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魯宝元（2005）『日本語と中国語の対照研究と中国語教育』，隼語教学出版社，pp60－63

朱京倖（2005）『日語伺江学教程』，外悟教学与研究出版社．

渡辺実著・哉床姓澤（2006）『現代日活概遼一日本梧概悦』，大達理工大学出版社．

程奈郷・播均（2008）『日活概槍』，高等教育出版社，p6L

（7）林玉恵（2002）「調査報告　宇形の誤用からみた日中同形語の干渉及びその対策一台

湾人日本語学習者を中心に」『日本語教育』112，pP45－－54．

（8）『日本語教育』112，p45．

（9）『日本語教育』112，p45．

（10）荒川勧（1983）「日中同形語」『大東文化大学紀要　人文科学』21，pp17－29．

（ll）曽根博隆（1988）「日中同形語に関する基礎的考察」『明治学院論叢』424，　pp61－－96．

（12）橘純信（1994）「現代中国語における中日同形語の占める割合」『国際関係学部研究

　年報（日本文学）』15，日本大学国際関係学部．

　（13）『日本語教育』112，p46．

（14）林玉恵（2002）の論文記述に、また次のような問題がある。論文の表現が厳密的で

　はなく、用語が多くて混乱している。「元の字（康煕字典に準じるもの）」、「標準字体」、

　　「旧字体」、「異体字」、「簡体字」、「繁体字」、「中国大陸の簡体字」、「日本由来の簡体字」一

　など、用語の概念がはっきり区別されていない。「繁体字」は「簡体字」に対して言う言

　葉なので、対応する「簡体字」がなければ、「繁体宇」も成り立たなくなる。台湾特有の

　簡体字として「陰」「穏」の例を挙げたが、「隠」「稔」は中国大陸でも使われている簡体

　字なので、「台湾特有」とは言えない。また、「日本漢字由来の簡体字」は「日本人の造

　った簡体字」という意味だろう。しかし、その例として挙げられた「悪」「囲」「賛」「粛」

　　「証」「触j「酔」「髄」などの漢字はすべて昔中国で使われた漢字である。「囲」「賛」「粛」

　　「証」「触」は『康煕字典』、「悪」「酔」「賛」は『宋元以来俗字潜』、「髄」は『双悟大字

　典』に収録されている。したがって、日本漢字由来の簡体字の例とし（挙げるのはふさ

　わしくない。「日中台で共用する簡体字」の例として、「浜」と「濱」を挙げたが、「濱」

　の中国大陸での簡体字は「浜」である。明らかにふさわしくない例である。台湾はほと

　んど繁体字を使っているので、漢字の表記の問題は大陸ほど複雑ではないが、台湾の日

　本語学習者は必ず日本語の常用漢字と非常用漢字の問題にぶつかる。論文ではその問題

　や書き換えの問題などに触れていない。

　（15）万玲華（2004）『中日同字洞比校研究』，中国華東師範大学博士学院論文．

　（16）『中日同字伺比較研究』，p20．

　（17）『中日同字伺比較研究』，p94．

　（18）「一、違う正字・俗字を採用したもの」、「二、簡略化によって字体の違いをもたらし

’たもの」、「三、筆画による違い」

　（19）「中国語で簡略化されたが日本語で簡略化されていないもの」、旧本語で簡略化され
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たが中国語で簡略化されていないもの」「中日双方で簡略化されたが、結果が違うもの」

（20）万玲華（2004）の論文にまた次の問題がある。

　漢字の例と用語が一致しない。「第三市　中日常用同字司用字的差昇」で「異体字」の

例として、「部国／隣国」を挙げたが、「部」は「鄭」の簡化字で、「鄭」と「隣」は異体

字であることをはっきり説明しなければならない。「万」「処」「虫」「号」などは「繁体

字」の「萬」「庭」「轟」「號」よりずっと古いのに「俗字」と見なされたのは不合理であ

る。「日中両言語」で「古今字」の使用によってそれぞれ字形が違う例として、「発見／

友現」「深思／況思」「深重／況重」「往反／往返」などを挙げるのは明らかに問題がある。

　「古今字」の概念に合わないのはもちろん、「発見」と「発現」は両方とも同本に存在し

ている言葉で、意味も違う。「深思／況思」と「深重／況重」の「深」と「況」は明らか

に違う字である。日本語に「往反」という言葉がない。「往返」という言葉があったが、

今はほとんど使われない。その代りに、「往復」が多用されている。「属古音通借的用字

相昇」に「有些中日同字洞用字差昇実麻上是銀古双悟中的有美，日梧司的某介字是假借

用字的遺留」と書いてあるが、その例として挙げた「妃念／記念」「提唱／提侶」に対す

る説明では「“記”是本字，“紀”是借字；“唱”是本字，“侶”是借字」と、正反対にな

っている。そして、中日言葉の順番が混乱しているし、例として挙げられた「標誌」も

　『日本国語大辞典』などの辞書に確認できなかった。同音の書き換えについて「大部分

的同音替代字与与被替代字之同没有意叉上的朕系（大部分の同音の置き換えは代用字と

書きかえられた漢字の間に意味のつながりがない）」と結論をつけているが、明らかに違

っていると思う。日本語の同音の書き換えの時、できるだけ意味が同じだったり近かっ

たりする漢字を採用するのは一般的である。同義の書き換えの例として、「謙遜／謙虚」

を挙げたが、「謙遜」が「謙虚」に書き換えられたとは言えない。「力了淘汰一些字，改

交詞的用字（一部分の漢字を淘汰するために、漢語の用字を変えた）」という言い方は正

　しいとは言えない。その例として「元旦／元同」「参詣／参拝」「誕辰／誕生」「必須／必

要」「謄写版／復写版」を挙げたが、「旦」「詣」「辰」「須」「謄」などの漢字が淘汰され

たわけではない。「復写版」は「複写版」と書くべきである。「也有改換成和活的（和語

に書き換えられたものもある）」の例として、「破殿する」を「破る」に、「杜絶」を「と

だえる」にと説明しているが、実際はそれぞれ「破棄」「途絶」に書き換えられている。

（21）馬鳳如（2009）「日中常用漢字字形の比較研究」『山口県立大学学術情報』第2号．

（22）馬鳳如（2009）「日中常用漢字字形の比較研究」『山口県立大学学術情報』第2号，P13．

（23）馬鳳如（2009）の論文にまた次の問題がある。同本語の「護」に対応する中国語の簡体

字の「勅を「］1jとしている。中国語の今の漢字の「賊」と日本語の「賊」の違い、

　日本語の「佳」を含む漢字の「点」の方向が現在の中国語と逆である違いなどを指摘し

ていない。もちろん「倒の書き方は『康煕字典』と同じである。

（24）馬鳳如（2009）「日中常用漢字字形の比較研究」『山口県立大学学術情報』第2号，P18．

（25）『常用漢字表』の「字体についての解説の第1・第2」は次のとおりである。
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　第1　明朝体活字のデザインについて　常用漢字表では，個々の漢字の字体（文字の骨

組み）を，明朝体活字のうちの一種を例に用いて示した。現在，一般に使用されている各

種の明朝体活字（写真植字を含む。）には，同じ字でありながら，微細なところで形の相

違の見られるものがある。しかし，それらの相違は，いずれも活字設計上の表現の差，

すなわち，デザインの違いに属する事柄であって，字体の違いではないと考えられるも

のである。つまり，それらの相違は，字体の上からは全く問題にする必要のないもので

ある。／・第2・明朝体活字と筆写の楷書との関係について　常用漢字表では，個々の

漢字の字体（文字の骨組み）を，明朝体活字のうちの一種を例に用いて示した。このこと

は，これによつて筆写の楷書における書き方の習慣を改めようとするものではない。字

体としては同じであつても，明朝体活字（写真植字を含む。）の形と筆写の楷書の形との

間には，いろいろな点で違いがある。それらは，印刷上と手書き上のそれぞれの習慣の

相違に基づく表現の差と見るべきものである。

（26）劉復・李家瑞編（1995）『宋元以来俗字譜』，『異体字研究資料集成』2期8巻，

雄山閣出版．

（27）中根元珪編（1974）『異饅字辮』，『異体字研究資料集成』1期2巻，雄山閣出版．

（28）　『大辞泉』の「弁」に関する説明の10に「（「耕」の代用字）事を処理する。事務

をさばく。」と書いてあるが、もともと中国語の繁体字の「辮」を書くべきで、「力を

入れて処理に当たる」という意味を表したので、「力」という字が真ん中に入っていた

のである。今中国語では「亦」と簡略化されている。

（29）（清）張玉書等編纂（2002）『康煕字典』漢語大詞典出版社　p623．

（30）　http：／／too1．　httpcn．　com／Html／Zi／28／PVVMERNRNTBTBDUYC．　shtml．

http：／／tool．　httpcTL　co！n／Html／Zi／29／㎜0㎜略圧W．　shtml．

（31）（清）張玉書等編纂（2002）『康煕字典』，漢語大詞典出版社，p982．
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